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巳ユ著明ナル抵抗減弱防止／現象ヲ必メ仰。 b) Lヴィタミン』 B,C製剤巾， ソノ添加ノ、若干／抵抗減弱防
止作用ヲ認メ符ルモノアリ（カンタン）。 c)I.P.K.液ハ抵抗減弱ヲ防止シ得。 d）生理的食灘ヲ｝（， Hンゲル
氏液， 0.6;'_;Lアラピヤゴム寸生理的食騨l7j(，酸素，過駿化水素ノ添加ノ、著俊ヲ説、メザルモ， '/ ／大量／添加
ノ、血液保存ニ遁セズ。




















毎主 合 997 
血球数，抵抗，血色素最，沈降速度，白血球数，血小紋数，血眠呼吸，勝脊髄液~，尿i孟等ヲ時間的＝検
察セリ。其1部ヲ報告ス。
1) 生控ノ、念激ナル惨~~衡破綻ヲ防グ， H之ニ綱扶織内皮細胞系統ノ、重要ナル意義ヲ有ス。 2) 穆摩ノ、
快復スルモ血色素設，血液粘調度J、未ダ原値ニ復セズ。 3) 血液凝同時間短縮作用ノ、法~ノ快復ト共＝止ム
ガ弗lシo L :t'ム寸添加ユヨリ其作用ノ、持織的ナリ。 4) 白血球数ノ、注入後一時減少スルモ後噌1Jnン24日寺間後二
戸1!tェ復ス。 5) ~i張液ハ一過性＝血摩ヲ下向セシム。 Lゴム 1添加ノ、血膜下向ヲ防キ持績的＝血摩ヲ上昇セ
シム。 6) 脳脊髄液摩降下作用ノ、喜多摩＝相官f ノ！舞化アルモ必ズシモ現ノ、レズ~＇ Lゴム寸添力Iノ、此作用ヲ助長U
B持縦セシム。




トロピプエ依リ影響ヲ受ケズ。 3) 試獣致死作用ノ、念激ナル血~下降＝依ルモノナラ y ト思へドモ，致死
作用ハ温度＝依リ影響ヲ受ケ，血座下降作用ノ、影響ヲ受ケザル事ヨリ，他ノ未ダ簡明セラレザル機韓ニ依Fレ
モノナリ。 4) 生掛内，又ハ摘出心臓ユ封シテノ、，一時縛動運動，殊＝牧縮運動ヲ抑制セル後，充準的＝作
用ス。 5) 末給血管ニ挙lシテノ、之ヲ牧縮セシム。 6) 腸管ノ牧縮運動ヲ稽強セシム。 7) 海狽摘出子宮＝封
スル作用ノ、強力＝シテ顕著ナルJ!k縮運動ヲ起サシム。 8) 他ノ薬剤トノ薬王塁率的比較質験ヲ施行シタリ。
5.牌臓刷出家兎ユ於ケJi.,Lヒスタミシ寸低抗（第2報）医大岩永外科中村敬一，片 島 安





シ十二指腸壁並＝空腸ユ正常rec ＂＇＂多量＝含有セラレシしヒ .A~ $；ナーぜ寸ガ刻牌ユヨリテ消火スルユ歪ル興味





















！広，ifoijf料ノ有無ノ、知徳Lクロナキ$／ - ＇ニノ、 ~tl－ ムペキ聖量化ヲ奥へス’。放＝交感市，，，純ノ、生日径L タロナキシ＿，，特＝
病的末梢神経／知l径Lクロナキシー1ユ;:f.J-シテ重大ナル意義ヲ有スル事ガ想像ザル。
9.筋Lウロナキシー寸漆則J賓験的研究 阪大小津外科 小 Jl 英次
1) ll'~l底脆蕩ノ、 Bourgnignon ノ L全身／各拾抗筋ハ 1:2 又ノ、 1 ：月， L ゲロナキシー可比タドヲ有ス1 ナル法
則ヲ破哀シ繭筋ノ、 1. 1トナル。 ＇.！） 成熟家兎ヲ穿頗シJ;・側ノ大脳ヲ去リ設側／間断，中勝二諸樋方向＝切
除ヲ行ヒ時間的ニ爾側下肢／扮抗筋ニ就キ筋しクロナキシー寸ヲ測定ス。 3) 中脳／腹側ニi~f. スル部二存ft ス
ル赤核ガ切l徐サレ担ル時3 筋 Lクロナキシ＿，ノ、1: 1 ＝－接近シ父一致ス。 4) 本質検成総ハ目前日置蕩ILタロナ
キシー「診断法＝確1'.ナル採黙ヲ奥7Jレモノナリ。
10. 偉導麻酔ト筋L~ ロナキシー寸 医大小津外科 武内 務，土居文右衛門
家兎of~骨刺1紋ヲ銘IH シ其際ノ手術創路ュ 1 %c ノボカイ y寸ヲ充満y~；；＼・該側下腿伸n11筋／しクロナキシ＿，ヲ
10分毎1時間ilUJ定セシユ後牛30分間ニ伸凪筋Lタロナキシー lノ、其正常値ノ中間ニ於テ接近スルヲ認メ， 75%
酒精ノ場合モ後三l三同様／成績ヲNタリ。 5%しトロパコカイ：－－＇， 0.5%cヌベルカイ y1(1手活0.3瓦）ヲ以テ家
兎腰折t廠降ヲ行ヒタル場合雨筋Lクロナキジ＿，ノ、既＝－IO分乃至2り分後二『I＇開催ニテ村｜接近スルヲ認メタリ。
夏 ＝－ 1分間Lクロールヱチール寸噴主宰器ユテ一過性坐骨事，，終麻搾ヲ起サシメシ場合筋Lタロナキシ－ '・"f:tl鍛j=-
於テ未ダ著書聖ヲ認メ｛！チザリシモ伸筋ニ於テ刺戟的聖書動ノ後中間f直ニ接近シ後次第ユ正常値ユ復腸スルヲ認メ





600例ノ貸測結果ヨリ 1ノ1'.i験公式ヲ作ツダ 0 l!Dチ GU=0.75×（Pz+0.74×Pd）ー 7：！ デアル。此I GUノ、基
礎代謝／値ソノモノヂナク Sollumsatzヨリ如何程上昇或ノ、下降シテヰルカヲ百分楽ヲ以言現スモノデアル。





阪大手｝永外科 木 fl] 義雄
余ノ、先永外科教室／胃椛'Mc＝－胃潰蕩患者／切除胃＝於ル胃粘膜基底部淋巴胞ノj体巴細胞ガしプラスマ守細胞
~i折次第形移行シユタ過程ヲ認メ，之ヲ細胞撃的ユ詳細斗鹿祭シ， Lプラスマ寸細胞ニモ G臼lgi-Apparat I存
在セル事ヲ ii'ri＇’ ，1~ シ其／｛古在ノ、核ニ宥接セ JL-1lf成リ庚大ナルモノユシテ，従来 helle Hofトシテ認メラレヰ 9
Fレモノノ、余ノ標本ニテlJjカニ Golgi-Apparatノ negativesBildノナル事ヲ誇ゆlセリ。 夏ニ本細胞I Lプラ




























｜ぷリ I~~~~ リ IL／吋~I~!3 I L~~ =7'：.両寸与なレ
一 般 的 毒 性 ＋ 廿十 ＋ ＋ 十 ＋ 十
童話局部組織毒性 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 
組織再生促進性 土 ? ＋ 廿十 ＋ ? 士
化製的安定性 廿十 ＋ 十 土 十 ＋ 土
重すLグラム守陽性商殺菌カ 十 ＋ ＋ 廿十 ＋ ？ ＋ 
婁J・Lグラム可陰性商殺菌力 ＋ ? 土 ＋ 十 ＋ ? 
針Lレプラ守，結核等ノ特 ？ ? ? 土 士 ? 土殊菌綾菌カ












1000 日本外科費函第 14~傍 5 税
強スル。約1週間＝テ段高＝主主的ソノ後ノ、綬徐＝下降シ正常値＝復スルモノデアル。
余ノ、腸空扶1折菌Lコタチゲ y寸軟脊ヲ皮rM=-R占用シ， 24時間後皮膚局所＝就キ続々ナル抗機Ij牽生如何ヲ見
タ。 ft[J7・，喰菌素，凝集素， i谷菌素，噌符素ノ、明カニ噌：，：：，，，， )i>j所＝苑疫ノ成、う；セルコトヲ諮明シタ。
1 ~－ 同信補償結合物質ユ就テハ.r:~i毎童文授ノ谷川的微批測定法ヲ以テシテモ，．之レヲ殺fj)Jシ何ナカツタ。
一旦局所免疫ヲ惹起セシメ 9動物ユテ， Anamnesti,cheReal《tionヲ検査セル＝－＇ l!fJカ＝血病中＝同名補締





以上 I-•Jq''t へ皮膚局所ニ特殊／抗元ヲ奥へノレコトモ， X線／如キ非特殊性ノ刺戟ヲ奥へルコトモ，何レ












ミ主主ヲ取ラレテ？？身ノ皮！内ノ、投ゲヤリデ， ~1°1昔＝汚ナイ有係デ，主jモ此ノ心商ニ注立ガ向ケラレテ Iii ラヌ様デ
アリマスガノト後ノ、出来ルナラバ'f;j,Ff 或ノ、少クトモ；l日二l!EJ1伝令身皮1内ヲ清拭シ IT.ツ同時二其ノ血行ヲ肝ー感ナ
ラシメル様ニ泡＇i';r；・ノ摩擦ヲ加へ充血ヲ来サシ〆ルガヨイト考へ 7 A 。壊術研究ヲ行ヒ一定ノ結論ヲ1:テモソ









気ノ抗駅モ願著デアツタf.Zトイ七般抗及ピ本病.＝.:J.ジテモ治療的fl'Hf（｛ノアル矧Fl・7以テqf1'dhオリザユ y ' （最
高1rHcr）ノ注射ヲ行ハレタ。外科＝於テハ主トシテ保守的ノ原則二来キ父軟化及ピ分界ノ目的.＝.jJシ純Lカ




言 7テモ；＂（＇支ナイト思考 7.0 雨量Id受ノ熱誠ナルlit~治療ヲ il11i謝シテ尻－）！.－次第デアル。
尋昼 合 1001 
17-Ltスタミナーゼ寸J作用品liボス各種金属J影響 阪大~·：·永外科 段塚 f~J 
t賞者ハLヒスタミ Y ’.：.;fJスル」ヒ λ9ミナーゼ寸／作用 .：.Jk.ポス各純金蝿Lイオンり態度ヲ知ラ y トシ次ノ
成絞7符ダリ。
I) 作用ヲ促進スルしイオ yり、CoLイオン寸及ピ Fe,Mg, K, Na tイオ y守／稀薄ナル物ナリ。 2) 何等
影響／認メラレザルモノハ Ni,Al, Na Lイオン Eナリ。 3) mr.早スル物ノ、 Mn,Al, Zn, Pb, Cu, Hg Lイオ
ン1ユシテ， Lイオ，，，1'.傾向ノ小ナルモノ程大ユシテ且淡度＝比例シテm1;'J.fi'月l大ナリ。
がI本拳舎ノ席 1・7借リ 1ツノ徐報ヲナセリ。各締：しア.／寸自費／ Lヒ，＜./)1ミナーゼ1ュ及ポス影'!Ji品開スル食
験ヲ繍行中ナルガLヒスチヂン 1ノミヵ・強度.：.Lヒ／../)l ミナーぜ，，，~力H ：えん ;,:j,J:jhl ノ、1t －＝－興味アノレ慮＝ シ テヨた悶
，，撃舎＝詳細波表スベシ。




2例， 2) 乳制l例，胃fr?i6f同j ＝就テLヒス 1)1ミナーゼ寸ヲ注射シ，コレヲ臨r￥的ニ淑祭セルニ，次ノ虫nキ結
果ヲ符9リ。
1) Lヒス担ミナーゼ，.：.依リテ，上越／』リウマチ寸性疾患ノ、，＇／ I 事，j~例『 11 80 ;-;(2例無影特）ノ、主主悶ノ注射二
ヨリテ級メテ短時日＝抗Uki行退スルヲ見担リ。又 2) Lヒスタミナーゼ寸前民主i'.ユヨリテ． レントゲンrum;
J諸品：1~紙ガ殆 y ド 100% －＝－肉現セザルヲ認メタリ。：~） コノコトヨリ， Lヒス9 ミナー ゼり、，＂ yウマチ可性
疾患 ＝－~tシテノ、治癒f均二作用スルモノト推断セザル 7得ズ。 Xe ヒスタミナーゼり、レントゲン宿酔／現ヲ確
貨＝－m止スルモノト言ノ、ザル百Iカラズ。 4) 更ユ以上ノ；本氏ニヨリ， Lヒスタミナーゼり、他面しリウマチ寸性
疾患，ノ病凶， レY トゲ：..－1i'.j酔／成l苅ノ解決＝向ツテ1ツノ示唆ヲ奥フルモノト思考セザル ヲ｛『』ズe
19.腎臓別出後J角化セ Jt.援留輸尿管描庸JI例 京府大外科 骨J永 1i：暢
6年前精華Iニ｜司スル腎臓股服ノダメ， tr.仰j腎臓別出後，残的セル輪以w移行J・皮細胞ガ角化ヲ起：／＇ ソノ
股落セルi：皮塊ヵ・検尿＇i~＇：内 Jr.< .：. 大－：，；一集ffl シ， コレガ排出ノ 9メ輪以＇.－：＇／痕情ヲ誘後シ，恰モ稔w<'i1l＇結イ ik-=-















スりしノ、往キ遭遇スル所ヂアツテ． ソノ刺戟ノ 1~胤節薬ガ舟jffr性＝凝結肥！ぅtシ以テ本伊lj ／如キ噂援機車事ヲ来シ
得ルノ、想像二車産タナイ fg(ヂアツテ，今後孫綴）除／本態＝向ツテヵ、ル弾綴機車事モ亦存スル コトヲ泊加スル／
要ヲ訟ムルトj七＝，ヵ、ル機車事＝釣シ CondylocapsuliireForm ナル名税引在来／如キ~1~Jl AA軟骨／病費二
凶スルモノ＝針シ Meniscusformナル名稀ヲ提唱ス。


















下級ノ、若f]TJナル脇Eむlたヲ曇シ＇ Jニ行性」モルヨドール寸ガ第 XI胸椎ノ『J•央部－＂＇ rJfJ瞭ナル問jHJ ヲナシ，其／ 'i＂問
＝縮図形ノIJif［蕩ノ存在ガ凝 7'1］＂クモナキコトヲ誌ム。以上／所見一基キ害事 JX.,X, XI胸椎ノ株弓被l険術ヲ行







27. オルピイ氏手術ヲ施行セ＇＂杏椎 Lカリエス＇ 42例Ji臨床的考察依席 徳山市 浅海苔・市













ヲ君主生シダ限局性／寒性股話器ヂアルコトヲ注意的 ソレデ大正］］年カ12"1三頃ユ DeutscheZeitschrift f. Chir. 
第 合 1003 
ι伊藤肇氏ノ名ヂ箆ユ肋骨 Lカリ zスt デアルモノ及ピ最大多数ヲ市メル償壁肋！院新校ヲ線、常シテ胸悶結核









Perikostaltu berkulose ト日 7命名ハ自分等以外＝臨＝誰力護表シテ居ルカモ知レヌカコ自分等ノ考へデノ、
自分等ガ最初ヂアルト心得テヰル。 之ノ、便利ナ命名デ手話ユアル肋骨」カリエス1 ノ、矢援 リ庚イ意味ヂ Peri-
kostaltuberkuloseデ，最大多数ノ、孤在性ノ慢墜肋膜／結核デアル。此ノ2者 y、愛症絞過（Genese）ガ根本的
(wesentlich）ニ奨Pレモノデアル。
肋骨ιカ v~ スり、肋骨 ＝－＊ル結核性骨髄炎（Osteomyelitis tuberculosa）ヂコソアル。 リレデアルカラ結核
蘭ノ、血行性（haematogen)＝－稔主主サレタモノヂアル（Knochenmark ノ方カラト， Periost r方カラト， 2様／
感染経過ヵ・ァリ得ルガ者二塁Eノ、 Knochenmarlζ ノ方カラデアル）。之＝反シテ狭義ノ Pe口ikostaltubrekuloseハ
結核菌ガ lymphat'sch＝－肺門部カラ Sulcuscostae ＝－沿ウテ走行スル淋巴道ノ巾へ逆行性ニ侵入シテ宣芝生Z
























9 。入院後翌日何ノ呉常モナク元気＝テ歩行シタリタ佐f立ヲトツテイタルモ翌日午後7時 ＝－＇－うどん，， ＇そうめ
ん守患者食ノ：全部ヲ食シテ午後日時＝袋二ツケリ。然ルニ午後10時二怒心7訴へタル毛司E鑓ヲミトメザリキ。




シテ夏ニ横隔膜ぷ宇部二約 7 桝長紡N•大／例アリテコ、ヨリ宵ガ左胸！陀l勾＝舵r11 シテプ正IMi?Pft ンド~縮シテ




隔IJ突しへルユア1ガ念政ナノ~r.'i（過ヲト H 重篤ナル結果ニ：，.，；手一到ルコトアルヲ ~rfi！感スルモノナリ。
32.遁走碑摘fl例 ：（＼蚊 <I•央病院 山川百平吉
患者♂ノ、57歳ノ；tI日J~.<rr産品店デ？生来便秘 ＝. jt)'j キ， 17歳頃ヨリ J·.腹部：1腕前， Il1~迫感ト JI_：ニ胃腸附作ヲ伴ヒ時々
就月ミセり。 4盛快後ノ、lnJ部ニli!H市ガイr=;{r:°'＇＂如キ J感アリ。 28歳／時しγ ツサージ可ヲ受ケシユ以来臨機ノ、イi下腹
部二制知サレ上腹部店欣者シク纏快セリ。然ル＝最近~. :;1r ￥＇~＝々 4密度／ Lイレウス寸j，・，欣ヲj結シ，火第二強
度トナル。 511前／ri］様f京株ヲ起シ＇，＇；＼・院外来ヲえ ｝j）~ 。
腹部股jf/j, Lイレウス1ノ診断ェテ邸時手術ヲ施行セル ＝－， s字JIた結i措ri樽絞拠ト共ュ砲1支部＝手予メ心不
正F告側形，弾力性従，名＇； f'•1;Jlk！店街アリ，大部分大綱股＝被ハレ， l助問11史ト癒1；·守ス。』：端ヨリ後スノレ血管ノ、怒
張シ斜_J・_}j＝－走行シ大綱＝入ノレモ籾帯ヲ後見セズ。 IEJi｝南ヲ完令＝抑Hi,20H LI全治退院セリ。






別問肝臓ノ大サノ、長~＇11~. rt1 6.5純，！ソ：）:jl里乏l三＝シテ重f』，［：62瓦。忠‘者ノ、f荷f炎27H fJ=-l't ＝－元気ヱi蔚チテ退院
セリ。 4汗iノ、宵純 ／I「臓車車f立シ d安ノレモ／孟シテ宵司i:j／切l徐ト fnJll~· ニ耳士行シタルモ／ナレドモ Ill二店歳剃 H1:1
ヲ以テ目i二崩長夕十李ト n笥，，；シタル·Iii~仰j トシテ村＜：＇；·シ従々 l句後nr‘臓外科ノ受注ニ宝生セムトスルモノナリ。









追加 松！己 1,; ,'; 
十二指！｝抑制児外破裂ノ 3仰I]＝－於テ腹l除外鉱脈ノ；fスル 'Ii－多キヲ，i:{！.、メWrカル症候アル際ハ第I＝－十二指腸／
穿孔或ノ、破裂ヲ念頭ニ思ヒi也ス－，，rキデアルト思7o
35. ＋ニ指腸憩室 京大外科 桑原 n 
日本外科費医iへ近ク旋支／漁'.it。
36. 腸運動J紳鰹安ii~ ニ掬ス，~考察 京府大外科 獄 Il i?・，古
！揚／運動ヲ諭ガルユ1::1；リテ）場壁J;~物＝閥スル務純／問題ヲ考慮ヲセザルベカラザルモ，今［巳jハ外部ヨり！揚





















7) 脊倣副交感神経準設＝~.jv，迷走制I緩刺戟及ピ内臓市11終節」ニコチン寸塗布後ノ刺戟究験等ユ d リ！揚運




従来Lイレウス勺／主要徴候トシテ後表セラレタモノ，例之，血~ノ下降，血中L クロール可 ／ j建少，残像窒














a死ノ轄錫ヲトル。 Jlt際Lキヌレユ y l，及ピLアミラーぜり、高佼Lイレウス， I 11線＝匹敵スル。次ユ濠メ吸
置十二指腸部＝償表面ユ遇スゃん凄孔ヲ作リ置カパ， f陵令m1.湯上部ヲ完全＝閉塞スルモ，動物ノ、重篤ナル Lイ
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レウス「症扶ヲ霊童現スルコトナク長時間ニ渉リ生命ヲ保持スル。此際しキヌレ ＝－ y h 会ク誇司1サレナイカ，
或ハ－＇－ i&性三伎カユ出現スルコトアルモ，一定時間後ノ、全然消失スル。』アミラーゼ「附線モLイレウス1ト反
劉ノ傾向ヲ示ス。
δ） 幽門部ヲ切断閉塞スレバ動物（犬）ハベ0時間生存スル0 ＇－キヌレ二 y~ ，＿，，金ク出現セザルカ，或ノ、一過性
＝級メテ微カユ反陛ヲ曇スルコトアルノミ。ソノ他ノi諸症扶モ念性Lイレウス，／；場合トノ、相役者シキ相選jf


















39.食道レ線Lキモグラ 7-f-, 京大外科 村上治朗
日本外科賓娠し第14巻第5披，臨床破談欄（986頁H掲載。
40－食遭外科追加（30~） 京大外科 大 i撃 建
著者ノ、其後ノ終験ト研究トヲ一括的次ノ訪項目＝就テ詳述内且ツ各項目＝該常スル患者ヲ供覧セリ。
1) 小児食道沼過F章作＝就テ其ノ鑑別診断及ピ治療方針並ピ＝治験例。 2) 特設性食道捗a匠症＝封スル食
道遊離成形術（著者）。 3) 胸部食道引手術治験例，其ノ手術方針及ピ術後ノ槻察。 4) 噴門痛切除術及ピ：！｝.

















畢 舎 1007 
都宮膝潤動脈以下ノ値骨動脈等ハ血栓疏主E術ヲ行7事不可能ナル事多シ。之：.!',J-シ該動脈へノ周悶ノ摩遁ヲ
除キ血流ヲ良好ナラシムノレ目的ヲ以テ予告字ノ所詞li!J脈遊離術ヲ行ヒッ、アルモソノ放呆＝就テノ、未定ナリ。
42・飽輸幡菅内ニ於ケ＇＂生姻最並ユ銅急性膝臓炎 抄録未着 大阪大野病院 村上徳太郎
43.謄遭内生健姻轟途入例温加（自家経験第5伊1j) 際島市 松尾 f,＼吉
目普道s姻議ノ迷入ス，，，事ノ、稀デノ、ナイ。除石抗様荊痛ヲ有スルノミデ其f!I！／脆石後作Ifir~候ヲ依虫nシタ 1
例ヲ治加報告スor.u陵ハ必ズシモ種キアルヲ要セ人冷まflユ＝ツテ疹痛在性格スルトノ読ガアルガ本例ノ、ソノ
遇 P ダヴ担。 其f也 J＇ ~'.J!聖地唇家ト臨林1第12巻第9放誌I二ノ主張ト大同小~デアル。




週間｛）i.：.テ死亡ス。 2) ／場合ユノ、 1）ノ場合ユ比シ窒素償ノ上昇ノ、1極度＝シテi!J可次ソノ値ヲ減少シ尿議応
7起サズ。何レノ場合＝モ吸置＝依テ上行性腎感染ヲ完全ユ縁防スルヲ得ズ。
45.勝脱内異物 抄録未着 /'Pi烏市 島 若葉








計成絞ヲ考慮シテ本症／愛生λRoth ノ云 7H向腸管遺存物~p メツケル氏憩~ヲ第一義トスベキ成綴ヲ得タリ。
47・先天性盲腸高位症ヲ合併セル空揚揚間膜附着部憩室定J1例 長波病院 繭知善雄










48.議篠突起Lミキソゲロブローゼ寸バ例 阪大岩永外科 亥野慶 t~f，長田博之
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ノ、炎街／遺残ヲ示ジ， d、球ノ、捜死物質及ピ小数ノ表皮細胞ヲ混ス・。本品i~例／援生機持及ピ病理所見ノ、先人ノ
報告ト一致シ稀有十ルモノナレペコ、＝報告シ大方諸賢／御批判ヲ仰ガント λ。





（本例ノ、低二日本外科費財， Bd.14, p. ~O:!, 19:17 =ii1¥i知ftガソノ概要ヲ後表セリ）。一般二本品iヶ、若年者殊



















1) 37歳 IMJ:ij三＝於ケル右ifl刷撃丸ニ霊童生セルi林巴J斤脈ノ 1-Wtl ヲ経験セリ。本1，·，~例現病勝＇I＇特記スベキノ、










循環防干~＇.ガ第一義的ナモノデ，他ノ、重大ナル要｜吋デハアルガ第二義的ノモノトナスヲ至古f ト λ ル。
f古Iホ手術後ノ腸管機能快復＝封シLアトーン守加1；高張葡勾隣液ノ静脈内注射ヲ:f'tl'fil}スル。演者ノ、Lアトニシ E
1筒o. ：；瓦ヲ 20；？占砲事J結il1f~I)瓦ニ協ジ， 証人ー況／如何ユヨリ手術直後カラ而モ反復シテ用ヒ ~o 大約＇I三量ノ注入
ニ＝リ腸雑音／後現ヲ開キ令~11：ヲ終ツタ頃ユ強烈ナル腹l鳴’ト共ニ大 fil.:J Lガス寸乃至水様使ガ小腸乃至凹吋Jむ・
ラタ卜出サレル。
